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１．研究計画の概要 
(1) 研究の全体構想：フレーム意味論に基づ
く英語語彙研究のために自己開発してきた
ソフトウェアと映画コーパス検索システム
をスペイン語、ドイツ語、日本語などの多言
語に対応させる。それぞれの言語間での対照
研究を可能とする検索機能を開発して、世界
の研究者に対してインターネット上で無料
公開をして、フレーム意味論関連分野の研究
発展に寄与する。 
(2) 研究の学術的な特色： 平成 17 年以前の
筆者の映画コーパスの研究では、「言語表現
の研究には、それが使われる場面にアクセス
できるコーパスが有用である」ことを示した。
本研究の特色は、話者が言語を用いる際に想
起する背景知識を重視する FrameNet の研究
に、映画コーパス研究の成果である検索シス
テムとそれが提供する場面情報とを組み合
わせる点である。既に多くの研究者に注目さ
れている FrameNet 研究に映画コーパスの研
究成果を応用することで、科学研究費補助金
を受けて開発を続けてきた映画コーパスの
研究成果が海外の多くの研究者に還元する
ことが期待できる。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 本研究は、語彙検索のためのソフトウェ
ア開発を主たる目的としているため、語彙デ
ータ入力のための大きな予算は計上してい
ない。そのため、 語彙データ入力を行って
いる他の研究組織との協力関係が重要とな
る。英語、日本語、スペイン語に関しては、
それぞれの言語の語彙データを入力してい
る組織がそれぞれ過去 3年間に大きな予算を
獲得しできた。それぞれの組織が新しい語彙

データの入力作業を行った結果、そのデータ
を本研究で改良した検索ソフトウェアで利
用することが可能となり、新しいデータベー
スとしてインターネット上に無料で公開で
きた。また、これらの組織の研究者と意見交
換を行うために、研究所を訪れ、直接、研究
者と会って、ソフトウェアの改良を行った。 

映画コーパス用の検索ソフトウェアは、
データベース 4th Dimension で開発を続けて
きたが、これを FrameNet 用検索ソフトウェ
アと連携させるために、Web ブラウザーから
利用できるように改良した。この結果、1 つ
の  Web ブラウザーから映画コーパスと
FrameNet 語彙データとを検索可能になった。 
(2) 何をどこまで明らかにしたか 
①英語と他の言語の語彙を対照研究できる
ように、英語の FrameNet 用検索ソフトウェ
アの全体のシステムを改良し、それをインタ
ーネット上に無料公開した。 
②Web ブラウザーから新しく入力された
Spanish FrameNetのスペイン語データ検索が
行えるシステムを開発して、インターネット
上に無料公開した。 
③Web ブラウザーから日本語フレームネット
の日本語データ検索が行えるシステムを開
発して、インターネット上に無料公開した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
(理由) 
英語、スペイン語、日本語語彙データベース
と、映画コーパスに関しては、新しいデータ
を検索出来るソフトウェアの開発が成功し
ている。しかし、ドイツ語に関しては、新し
い語彙データが利用できる状況にはなって
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いないため、ソフトウェアの機能の改良は行 
ったが、ドイツ語の新しいデータを本研究で
開発したソフトウェアで検索することがで
きていない。 
 
４．今後の研究の推進方策 
ドイツ語語彙データに関しては、新しいデー
タが公開された場合に、直ぐに本研究で開発
する検索ソフトウェアで利用できるように
ソフトウェアを改良する。 英語、スペイン
語、日本語語彙データベースと、映画コーパ
スに関しては、これまでの研究成果を国際学
会等で発表し、検索ソフトウェアを多くの研
究者に使わせ、研究成果を広く世界に公開す
る。 
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